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2010年度第１四半期の業績

売上高

営業利益

経常利益

四半期純利益

2011/2
第１四半期

（実績）

2011/2
通期業績
（予想）

増　減　率
（％）

10,222

237

216

74

(単位：百万円)

41,702

2,600

2,588

1,247

△　9.1

△48.8

△ 50.3

△ 54.8

2011/2
中間業績
（予想）

21,255

1,200

1,188

561

2010/2
第１四半期

（実績）

11,249

463

435

165
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月次動向

３月度 第１四半期４月度

売上高

　計画比

　前年伸び率

　既存店伸び率

（曜日調整後）

3,947

102.9

96.5

94.3

93.2

2,941

102.8

88.3

87.1

92.1

10,222

99.3

90.9

89.6

90.9

3,333

92.8

87.1

86.5

86.5

５月度

(単位：百万円／％)

3,170

98

92

97

91

6月度推定
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前年比

既存店

曜日調整後
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Ⅰ．事業構造改革の推進

　・ｽｷｯｽﾞｶﾞｰﾃﾞﾝを核に子どもｻｰﾋﾞｽ事業の拡大

Ⅱ．既存事業の部門構造改革の推進

　・３歳～７歳対象売場の強化・再構築

Ⅲ．損益分岐点構造改革の推進

　・原価・経費構造の変革

Ⅳ．海外事業の推進と確立

　・中国事業の多店舗化

2010年度の重点課題

・キッズメダル

・体感ゲーム

・カードゲーム
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ファンタジースキッズガーデンの既存店展開

６月末現在店舗数⇒４１店舗に導入

売上高実績 計画対比 対前年比

5月度までに開店した26店 76百万円 100.1% 263.8%

※対前年比は「わいわいぱーく」対比

5

キッズメダルの強化

30

32

34

36

38

40

2009/10 2009/11 2009/12 2010/1 2010/2 2010/3 2010/4 2010/5

キッズメダル構成比の推移
キッズメダル／ファミリーメダル

売上指数高い時期にキッズ構成比が上昇⇒子供客数増

キッズメダルの　
品揃え新モデル
　　　　

111店舗に展開
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体感部門の強化

＜体感ゲームの既存店伸び率＞

３月度 ４月度 ５月度 第１四半期

デジタル体感 94.5 108.2 113.9 106.2

ｽﾎﾟｰﾂ･ｶｰﾆﾊﾞﾙ 103.6 105 84.1 97.2

４台の新機種を
104店舗に投入
　
　　　　

デジタル体感は　
計画数値を達成
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カードゲームの量的・質的拡充

カードゲーム既存店伸び率推移

＜カードゲーム総台数＞

・2009年2月　340店舗⇒ 8,600台

・2010年2月　336店舗⇒10,500台

国内シェアのアップによる売れ筋優先確保と
イベントで売上は安定的に拡大　　　　　　
　⇒直近2010.6月度売上構成比20％を突破！
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ニューモデル店舗の拡大

スキッズガーデン導入

エディテイメント展開

３才～７才のキッズ部門強化

ﾆｭｰﾓﾃﾞﾙ店既存店伸び率：98.5％

既存店のﾆｭｰ
ﾓﾃﾞﾙ店舗化

の加速

9
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クレーン

スウィート

プライズ部門の動向

キッズ対象スウィート部門が回復のきざし⇒6月度予算超過

スウィート：キッズ向けミニクレーン（ﾁﾋﾞｻｰｸﾙ）の増台と景品見直し

クレーン　　：　単価の見直しで底打ち対策を実施

＜部門別既存店伸び率＞
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坪当たり原価・経費の対前年伸び率

坪当たり原価・経費の低減による利益体質の強化

2010年3月度～2010年5月度累計期間

原価科目 対前年伸率

売上原価 92.6

営業原価 91.8

販管費 78.8

原価＋販管費計 91.0
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赤字店舗の閉店による利益インパクト

閉店による次年度以降の利益改善効果

（単位：百万円）

2009年度 2010年度 2011年度

前年改善額
08年度からの
累積改善額

08年度からの
累積改善額

2008年度閉店 9店舗 56 112 168

2009年度閉店 10店舗
（区画返還4）

34 77 120

2010年度閉店 20店舗
（区画返還1）

4 18 176

合計 39店舗 95 207 465

店舗数
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拡大する海外事業

マレーシアにおけるＦＣ戦略の強化

・ＦＣの新規２店舗の追加⇒17店舗体制に拡大

北京1号店の順調な業績

モーリーファンタジー大悦城店が5/28にオープン
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売上高昨比

イオンファンタジー北京2号店の出店

2009年度
店舗利益黒字の達成

＜北京1号店の今期の売上昨年対比＞

2010年度（2010/1～2010/12)

店舗黒字拡大の見込み

13

今期の新規出店一覧

出　店　形　態出　　店　　先出　店　日

３月　1日　　 イオンモール新瑞橋　　　　　　　　　　　 　ｲｵﾝﾌｧﾝﾀｼﾞｰﾜｰﾙﾄﾞ

３月１1日　　 ジャスコ銚子店　　　　　　　　　　　　　　 ファンタジーアイランド

４月28日　　 イオン津城山ショッピングセンター　　　　ｲｵﾝﾌｧﾝﾀｼﾞｰﾜｰﾙﾄﾞ

※５月２０日現在、７店舗を閉店

３月１9日　　 ジャスコ大和郡山店　　　　　　　　　　　 ファンタジーアイランド
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2010/５.20店舗数

(単位：店)■ 国内出店状況

中国北京直営出店

　

(単位：百万円)

■ 海外出店状況

2010/2月期実績 2010/５月末

　
ﾏﾚｰｼｱ・香港ＦＣ出店

　
２店

17店・5店

2010/2 期末店舗数

店舗数の状況

ファンタジーアイランド　　　　　　　　　　　　　　　１３５　　　　　　　　１３７

ポップンパーク　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　６７　　　　　　　　 ６４

イオンファンタジーワールド　　　　　 　　　 　　　　１０　　　　　　　　 １３

　　直　営　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　３３６　　　　　　　　３３３

　 フランチャイズ　　　　　　　　　　　　　　　　 　３　　　　　　　　 　 ３

　　ＴＯＴＡＬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ３３９　　　　　　　　３３６

１店

15店・5店

モーリーファンタジー　　　　　　　　　　　　　　　　　６８　　　　　　　　　６８

ダイナレックス　　　　　　　　　　　　　 　　　 　　　 ４０　　　　　　　　　３８
その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　１６　　　　　　　　　１３
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１株当たり
当期純利益 （円）

売上高 当期純利益

(単位：百万円)

経常利益

2010/2
第2四半期実績 22,935 1,400 670 37.00

2011/2
第2四半期予想

2011/2
通期予想 41,702 2,588 1,247 68.80

業績の見通し

営業利益

1,472

2,600

21,255 1,188 561 30.951,200
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売上高部門別動向

売上高
構成比

(単位：百万円、％)

前年比売上高
伸び率

　創育部門

　体感部門

　カード部門

　メダル部門

　プライズ部門

　シール部門

　その他物販

　売上高合計

-

94.4

114.1

87.7

79.6

120.1

72.5

91.9

113

1,256

1,928

2,694

3,152

732

300

10,177

1.1

12.3

18.9

26.5

31.0

7.2

2.9

100.0

部門別
売上高

（2010年2月21日～2010年5月20日）

前期売上高
構成比

-

12.0

15.3

27.7

35.8

5.5

3.7

100.0

17

既存店
伸び率

前年同期
対比

85.8

106.4

-

89.6

-

89.6

会計上の売上高詳細

2011年2月第1四半期

(単位：百万円)

構成比

　遊戯機械

　商品（物販）

　委託

遊戯施設関係合計

　その他

売上高合計

77.7

21.8

0.4

99.9

0.1

100.0

実績

87.3

107.7

85.5

91.1

19.6

90.9

7,946

2,231

37

10,215

6

10,222

参考情報


